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喘息やアトピー性皮膚炎などアレルギー疾患を持つ人は、骨折しやすいことが知ら
れています。これは治療に用いるステロイド薬が骨を脆弱にするためと考えられてき
ました。今回、佐賀大学医学部の高玮琦研究員、城戸瑞穂教授らは、熊本大学福田孝
一教授、長崎大学筑波隆幸教授、門脇知子教授らとの共同研究で、喘息モデルマウス
は、健常マウスと比べて骨量が少ないことを発見しました。喘息マウスの骨は、力の

センサー分子である Piezo チャネルの発現が少ないこともわかりました。さらに、
Piezo チャネルの活性化を行うと喘息マウスの骨量の減少を抑制できました。 
骨が十分な質と量そして強さを保つことは、自立して健康に歳を重ねていく上でと

ても重要です。アレルギー疾患そのものが将来の骨折のリスクを高める可能性を理解
した上で、アレルギー炎症を適切に管理することは、骨の健康を維持する上でも重要
であると考えられます。Piezo チャネルはアレルギー炎症に伴う骨減少への治療の標
的として期待されます。 

 

本研究成果のポイント 

・喘息モデルマウスは骨量が少ない。 

・喘息マウスの骨減少には骨の力センサーPiezo チャネルが関与する。 

・喘息モデルマウスの Piezo1 チャネルを活性化させると骨量の減少が抑えられる。 

・アレルギー炎症の適切な管理により骨の健康を守ることが期待される。 

 

本研究成果は、2025 年 8 月 29日付の「Communications Biology」誌に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRESS  RELEASE 

骨の減少に喘息が関与することを明らかに 

〜アレルギー患者の骨の維持に新たな知見〜 
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研究の背景 

骨粗鬆症による骨折は、健康寿命を大きく損なうことからその抑止は社会の課題です。

また、日本人の二人に一人はなんらかのアレルギーを持っているとの調査結果があるほ

ど、アレルギー疾患もまた私たちにとって身近な病気です。喘息やアトピー性皮膚炎を

持つ患者は骨が減少しやすいことは以前からよく知られています。これは治療のために

用いるステロイド薬が骨を弱めると理解されてきました。研究グループは、アレルギー

疾患そのものが骨の量に関与すると仮説を立て、研究を進めました。 

 

研究の成果 

喘息マウス（実験的に喘息を起こしたマウス）の大腿骨や脛骨を健常マウスと比較し

ました。すると、喘息マウスの骨では、骨が成長する部分の骨梁が少なく、破骨細胞

（骨を吸収する細胞）が多く、骨芽細胞（骨を作る細胞）が減少していることがわか

りました。 

力が加わると骨が作られることから、メカノセンサー（力センサー）である Piezo チ

ャネルの量を比較しました。すると、喘息マウスの骨では Piezo チャネルの発現量が低

下していました。Piezo1、Piezo2 は骨芽細胞に強く発現していました。超解像レーザ

ー顕微鏡と電子顕微鏡で観察すると、Piezo1 は細胞膜表面と小胞体膜に多く存在し、

Piezo2 は細胞膜表面とゴルジ装置の膜に存在していました。そして、喘息マウスの骨

芽細胞では、Piezo1 をもつ小胞体と Piezo2 をもつゴルジ装置が乏しくなっているこ

とが判りました。 

喘息による骨量の減少を抑制するために、Piezo1 の活性化剤である Yoda1 を喘息

マウスに投与しました。すると、喘息マウスで起こる骨量の減少が抑えられました。

また、Piezo2 遺伝子の働きが抑制されたマウスでは、喘息による骨の減少がさらにひ

どく起こることが判りました。 

こうしたことから、喘息マウスで起こる骨量の減少に、メカノセンサーである Piezo1

と Piezo2 が関与することが判りました。 

 

今後の展開 

現在の骨粗鬆症の治療薬は、破骨細胞の抑制や骨芽細胞活性化の効果は高いものの、

骨を十分に獲得するまでには至っていません。これは、骨量が減る仕組みに不明な点

が多く残されているからだと考えられます。本研究の成果が、アレルギー疾患に伴う

骨量減少への新たな予防戦略やメカノセンサーを標的とした治療薬の開発へと繋がる

ことが期待されます。 
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【本件に関する問い合わせ先】 

・研究に関すること 
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・広報に関すること 
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